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キラリティとは、3次元の物体や現象が、その鏡像
と重ならない性質のことである。キラリティは、化学
や物理学において、物質の性質を理解する上で有用
な概念であった。細胞の構成成分であるタンパク質や
糖はキラリティを示すが、細胞レベルのキラリティに
ついては、最近まであまり考慮されてこなかった。

我々は、生体内の細胞が、形態や細胞内動態にキ
ラリティを示すことを世界に先駆けて示し、これを細
胞キラリティと命名した。その後、多くの研究グルー
プの成果によって、細胞キラリティは、ヒト培養細胞
から細胞性粘菌にいたるまで進化的に保存された、真
核細胞に普遍的な性質であることが明らかになった。

動物のからだは、その構造や機能に左右非対称性
を示すことが多く、これは、正常な胚発生の必須要素
である。我々は、細胞キラリティが、からだの左右非
対称性の形成を誘発することを世界で初めて示した。

特徴・独自性

ヒト細胞においても、細胞内の構造やその動態な
どに明瞭な細胞キラリティが認められる。しかし、
現在のところ、細胞キラリティの異常と疾患の関連
は報告されていない。一方、平面内細胞極性、頂端
基底極性などの細胞極性の異常は、多くの疾患の原
因である。細胞キラリティも、細胞極性の一種であ
ることから、細胞キラリティの異常と疾患の関連に
ついては、今後明らかにされるものと予測している。

研究の先に見据えるビジョン

ライフサイエンス 医療・ヘルスケア、創薬

現在の我々の研究は、これらの疾患の治療法
の開発において、鍵を握ることになると考え
ている。
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